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可児市立カニミライブ図書館

カニミライブ図書館
（無印良品ヨシヅヤ可児店内）

南消防署

可児市立
図書館
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開館時間 10:00–20:00（年中無休）
所在地 〒509-0203 岐阜県可児市下恵土5750
 無印良品ヨシヅヤ可児店内
電話・FAX 0574-61-3522

アクセス：名鉄広見線「新可児駅」・JR太多線「可児駅」より徒歩約20分
可児市コミュニティバス「さつきバス」中心循環線・西部線・東部線・
桜ケ丘線（可児駅行き）の停留所「ヨシヅヤ可児店」よりすぐ

可児市立カニミライブ図書館

図書館ホームページ

本紙はコットン繊維の廃棄物を再利用して作られた
サーキュラーコットンペーパー［CCP］を使用しています。
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どんなときに「本」を手に取りますか?

本は、先人の知恵と経験を今に伝え、生きることの豊かさを教えてく
れるメディアです。

日々の暮らしのなかで起きるちょっとした困りごとを解決したいとき、
抱えている悩みごとや自分自身に向き合いたいとき、確かな情報に
触れたいとき、気軽に本を手に取ってみてください。

もしかしたら、人生を一変させてしまう出会いになるかもしれません。



初めて借りるとき

● ご本人の名前と住所を確認できるもの（運転免許証、健康保険
証、マイナンバーカード、学生証など）をお持ちいただき、カウン
ターへお申込みください。日本国内に居住の方ならどなたでも、
その場で貸出カードを発行します。

● 貸出カードは、カニミライブ図書館、本館、帷子分館、桜ケ丘分
館共通です。

● 貸出カードの有効期限は、登録日から3年間です。有効期限以
降借りる場合は、図書館のカウンターで住所の確認をさせてい
ただき、更新いたします。

予約・リクエスト

図書館からのお願い

● 図書館の本は、大勢の方が利用します。
大切に扱ってください。

● 本を汚損、破損した場合は、自分で直
さずそのままの状態で、カウンターにお
持ちください。

● 汚損、破損した本の修復が不可能な場
合や、本を紛失した場合は、原則として
同じ本を購入して納めていただくこと
になります。カウンターにお申し出くだ
さい。

● 返却期限をお守りください。返却期限
から2カ月以上経ち、未返却の方は、そ
の本を返却されるまで、新たに借りるこ
とはできません。

● 読みたい本が貸出中、もしくは別の館
にある時は、一人7冊まで予約できます。

● 当館ホームページでパスワードとメール
アドレスの登録をすると、資料検索から
予約することができます。

● 館内の検索機でも予約ができます。事
前にパスワードの登録が必要です。

● カウンターで予約する場合は、「リクエ
スト（予約）申込書」にご記入のうえ、ご
本人の貸出カードとともにご提出くだ
さい。

● 読みたい本が当館にない時は、購入ま
たは他の図書館からの借用で、できる
限りお応えします。

借り方

● 借りたい本と貸出カードをお持ちになり、セルフ貸出機でお借り
ください。カウンターでの貸出もいたします。

● 貸出冊数：一人10冊まで（本館、帷子分館、桜ケ丘分館での貸
し出しもあわせて）

● 貸出期間：3週間

返し方

● 返す本は、カウンターにお持ちください。貸出カードは不要です。
● 借りた本は、本館・帷子分館・桜ケ丘分館でも返すことができ
ます。

図書館利用上の注意

● 当館は本を通して会話を楽しんでいただける図書館です。小さ
なお子さんの騒ぐ声があっても、職員は安全を確認しながら、
見守ります。ご理解いただきますようお願いします。

● 館内で所蔵する資料の撮影はご遠慮ください。
● 本は図書館・無印良品店舗内でご覧ください。持ち出す時は
借りる手続きをしてください。

● ふた付きの飲み物の持ち込みは可能です。

フロアマップ 利用案内この図書館は、さまざまなジャンルの本が7つのテーマに沿って並べら
れています。気持ちのおもむくままに、気になる本を手に取ってみてくだ
さい。その1冊が、知らなかった世界への扉を開いてくれるはずです。

心と身体の声を聴く

心理や思想・哲学、宗教観など、物事にひそむ本質
が何なのかを思考することに始まり、命のこと、体の
しくみ、食の大切さなどを通して、心と身体の健やか
さを考えるテーマです。

当たり前の日々の中にこそ、人生の豊かさや美しさが
詰まっています。家族、趣味・娯楽、旅、季節のうつ
ろいなどを通じて暮らしを見直し、いつくしむための
テーマです。

The Voice of Your Mind and Body

日々を重ねる
Let the Days Pass by

人にとって大切な情緒や想像力がわかりやすく表現
された絵本を中心に、児童文学、育児や教育の本な
ど、かつてこどもだった誰もが楽しめるテーマです。

こどもといっしょに育つ
Grow with Children
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過去・現在・未来を見渡す

現在と未来を生きていく私たちは、過去に起きた出来事か
ら多くを学ぶ必要があります。日本と世界の歴史、政治・
経済、社会問題、ビジネスについて知り、多様な価値観や
視点を育むテーマです。

Overlook the Past, Present and Future

自然の神秘を視る

宇宙、地球、海山川、動植物など、自然科学を通して、人間
も自然の一部であることを自覚し、変わりゆく地球と守る
べき自然の大切さを考え直すためのテーマです。

Seeing the Mysteries of Nature

感性をひらく

これまで知らなかったものが「何なのか」を
考えることが芸術の本質です。美術、音楽、
映画、建築、デザイン、ファッションといった
表現を通して、未知を既知にする姿勢を養
うためのテーマです。

Open Your Senses

言葉と遊ぶ

言語を発明して以来、私たちは言葉の豊か
さに感動し、物語や小説、詩、短歌などの
文学を生み出してきました。表現としての
言葉を重んじるためのテーマです。

Playing with the Words

北西入口 西入口

こどもひろば

ま
ち
の
伝
言
板

図書館エリア


